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の 3 件法，(3)は「全く抵抗 ない」「あまり抵抗はな
い」「どちらともいえない」「少し抵抗がある」「かなり
抵抗がある」の5件法，(5)は「賛成」「やや賛成」「ど
ちらともいえない」「やや反対 「反対」の5件法，(7)
は「積極的に関わりたい」「普通に関わりたい」「どち
らともいえない」「あまり関わりたくない」「関わりた
くない」の5件法，(4)と(6)は自由記述で回答を求めた。
得られた回答については単純集計を行い，自由記述は
内容をまとめ，検討した。 
 
Ⅲ. 結果および考察 
1. 発達障害の意識 
図 1 は，「あなたは発達障害について今までに意識
したことはありますか？」の回答結果である。「ある」
と回答した人は52%，「ない」と回答した人は22%，
「どちらともいえない」と回答した人は26%であった。
約半数の人がこれまでに発達障害を意識したことがあ
ることがわかる。さらに，「あなたの身の回りの人で発
達障害を感じたことはありますか？」の質問では，86%
の人が「ある」と回答している（図2）。このことから，
これまでの学校生活等で身近に発達障害と思われる生
徒と接してきたことが考えられる。 
 
 
 
 
 
2. 発達障害の人との関わり 
(1)「あなたが発達障害の人と関わることになったとき，
どのように感じますか？」について 
この回答では，「全く抵抗はない」は16%，「あまり
抵抗はない」が37%で，約半数の人が肯定的な意見で
あった（図3）。「少し抵抗がある」が24%で，「かなり
抵抗がある」はわずか 1%であった。この回答結果か
らも，回答者は発達障害の人と身近であまり抵抗なく
関わってきた人が多かったのではないかと考えられる。 
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図1 発達障害を意識したこと 
図2 発達障害を身近で感じたこと 
２．発達障害の人との関わり
（１） 「あなたが発達障害の人と関わることになったと
き，どのように感じますか？」について
　この回答では，「全く抵抗はない」は16%，「あまり
抵抗はない」が37%で，約半数の人が肯定的な意見で
あった（図３）。「少し抵抗がある」が24%で，「かな
り抵抗 ある」はわずか１%であった。この回答結果
からも，回答者は発達障害の人と身近であまり抵抗な
く関わってきた人が多かったのではないかと考えられ
る。
（２） 「あなたは発達障害の人とどのように関わりたい
と思いますか？」について
　回答結果を図４に示した。「積極的に関わりたい」
が12%，「普通に関わりたい」が61%，「どちらとも
いえない」が26%，「あまり関わりたくない」が１%，
「関わりたくない」は０%であった。全体の３/４近く
の人が関わりに抵抗なく肯定的なことがわかる。特に
意識することなく普通に関わりたいと思っている人が
多いところと，否定的に思っている人がほとんどいな
いところが特徴といえる。
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図３　発達障害をどのように感じるか
(2)「あなたは発達障害の人とどのように関わりたいと
思いますか？」について 
回答結果を図4に示した。「積極的に関わりたい」が
12%，「普通に関わりたい」が61%，「どちらともいえ
ない」が 26%，「あまり関わりたくない」が 1%，「関
わりたくない」は0%であった。全体の3/4近くの人が
関わりに抵抗なく肯定的なことがわかる。特に意識す
ることなく普通に関わりたいと思っている人が多いと
ころと，否定的に思っている人がほとんどいないとこ
ろが特徴といえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3)「あなたが発達障害の人と関わるときに何が大変だ
と思いますか？（自由記述）」について 
この質問では，「その人を理解すること」，「コミュニ
ケーションの取り方」，「対応の仕方」等の回答が多く
みられた。中には「大声をいきなり出されること」や，
「急に暴れたりして止めるのが大変」，「その人が理解
するのに時間がかかること」，「同じことを何度も教え
るのが大変だと思う」等の具体的な表現もあった。ま
た，「付きっきりじゃないとだめなとこ」といった症状
の重い人を想定した内容も含まれていた。人それぞれ，
様々な症状があり，発達障害と一言ではなかなか表現
しづらい質問であったと考えられる。 
 
3. インクルーシブ教育 
(1) 「発達障害の人と健常者が一緒に学ぶことをどう
思いますか？」について 
回答結果を図5に示した。「賛成」が31%，「やや賛
成」が24%，「どちらともいえない」が36%，「やや反
対」が 8%，「反対」が 1%であった。「賛成」「やや賛
成」の肯定的意見が半数強であったが，「どちらともい
えない」が多く，インクルーシブ教育の考え方はまだ
まだ浸透していないことが考えられる。 
 
 
 
 
 
(2) 「発達障害の人と健常者が一緒に学ぶことをどう
思いますか？の理由（自由記述）」について 
賛成・やや賛成意見では「同じ人間だから」，「差別
をしたくないから」，「一緒に学ぶことで，お互いを理
解し合えるから」等があった。反対・やや反対意見で
は「いじめが起こると思うから」，「授業についていけ
ないと思うから」「周りに危害を加える攻撃的な人もい
るから」等がみられた。発達障害がある人のことを思
って，その人が苦にならないようにする配慮する優し
い意見もあった。これらの回答も症状の違いによって
捉え方が違っていることが考えられる。 
 
4. 教育で必要となること 
 調査結果から推測されることは，回答者自身の経験
から身近にいた発達障害と思われる人の影響が大きい
ということである。発達障害という言葉で思いつく 
過去の経験だけに固執することなく，様々な障害や症
状があり，人によってその程度も違うことを授業の中
で伝えることが必要である。 
また，発達障害や発達障害と思われる人でも社会で
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図４　発達障害の人との関わり
(2)「あなたは発達障害の人とどのように関わりたいと
思いますか？」について 
回答結果を図4に示した。「積極的に関わりたい」が
12%，「普通に関わりたい」が61%，「どちらとも え
ない」が 26%，「あまり関わりたくない」が 1%，「関
わりたくない」は0%であった。全体の3/4近くの人が
関わりに抵抗なく肯定的なことがわかる。特に意識す
ることなく普通に関わりたいと思っている人が多いと
ころと，否定的に思っている人がほとんどいないとこ
ろが特徴といえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3)「あなたが発達障害の人と関わるときに何が大変だ
と思いますか？（自由記述）」について 
この質問では，「その人を理解すること」，「コミュニ
ケーションの取り方」，「対応の仕方」等の回答が多く
みられた。中には「大声をいきなり出されること」や，
「急に暴れたりして止めるのが大変」，「その人が理解
するのに時間がかかること」，「同じことを何度も教え
るのが大変だと思う」等の具体的な表現もあった。ま
た，「付きっきりじゃないとだめなとこ」といった症状
の重い人を想定した内容も含まれていた。人それぞれ，
様々な症状があり，発達障害と一言ではなかなか表現
しづらい質問であったと考えられる。 
 
3. インクルーシブ教育 
(1) 「発達障害の人と健常者が一緒に学ぶことをどう
思いますか？」について 
回答結果を図5に示した。「賛成」が31%，「やや賛
成」が24%，「どちらともいえない」が36%，「やや反
対」 8%，「反対」が 1%であった。「賛成」「やや賛
成」の肯定的意見が半数強であったが，どちらともい
えない」が多く，インクルーシブ教育の考え方はまだ
まだ浸透していないことが考えられる。 
 
 
 
 
 
(2) 「発達障害の人と健常者が一緒に学ぶことをどう
思いますか？の理由（自由記述）」について 
賛成・やや賛成意見では「同じ人間だから」，「差別
をしたくないから」，「一緒に学ぶことで，お互いを理
解し合えるから」等があった。反対・やや反対意見で
は「いじめが起こると思うから」，「授業についていけ
ないと思うから」「周りに危害を加える攻撃的な人もい
るから」等がみられた。発達障害がある人のことを思
って，その人が苦にならないようにする配慮する優し
い意見もあった。これらの回答も症状の違いによって
捉え方が違っていることが考えられる。 
 
4. 教育で必要となること 
 調査結果から推測されることは，回答者自身の経験
から身近にいた発達障害と思われる人の影響が大きい
ということである。発達障害という言葉で思いつく 
過去の経験だけに固執することなく，様々な障害や症
状があり，人によってその程度も違うことを授業の中
で伝えることが必要である。 
また，発達障害や発達障害と思われる人でも社会で
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（３） 「あなたが発達障害の人と関わるときに何が大変
だと思いますか？（自由記述）」について
　この質問では，「その人を理解すること」，「コミュ
ニケーションの取り方」，「対応の仕方」等の回答が多
くみられた。中には「大声をいきなり出されること」
や，「急に暴れたりして止めるのが大変」，「その人が
理解するのに時間がかかること」，「同じことを何度も
教えるのが大変だと思う」等の具体的な表現もあっ
た。また，「付きっきりじゃないとだめなとこ」と
いった症状の重い人を想定した内容も含まれていた。
人それぞれ，様々な症状があり，発達障害と一言では
なかなか表現しづらい質問であったと考えられる。
３．インクルーシブ教育
（１） 「発達障害の人と健常者が一緒に学ぶことをどう
思いますか？」について
　回答結果を図５に示した。「賛成」が31%，「やや賛
成」が24%，「どちらともいえない」が36%，「やや反
対」が８%，「反対」が１%であった。「賛成」「やや
賛成」の肯定的意見が半数強であったが，「どちらと
もいえない」が多く，インクルーシブ教育の考え方は
まだまだ浸透していないことが考えられる。
図５　インクルーシブ教育をどう思うか
(2)「あなたは発達障害の人とどのように関わりたいと
思いますか？」について 
回答結果を図4に示した。「積極的に関わりたい」が
12%，「普通に関わりたい」が61%，「どちらともいえ
ない」が 26%，「あまり関わりたくない」が 1%，「関
わりたくない」は0%であった。全体の3/4近くの人が
関わりに抵抗なく肯定的なことがわかる。特に意識す
ることなく普通に関わりたいと思っている人が多いと
ころと，否定的に思っている人がほとんどいないとこ
ろが特徴といえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3)「あなたが発達障害の人と関わるときに何が大変だ
と思いますか？（自由記述）」について 
この質問では，「その人を理解すること」，「コミュニ
ケーションの取り方」，「対応の仕方」等の回答が多く
みられた。中には「大声をいきなり出されること」や，
「急に暴れたりして止めるのが大変」，「その人が理解
するの 時間がかかること」，「同じことを何度も教え
るのが大変だと思う」等の具体的な表現もあった。ま
た，「付きっきりじゃないとだめなとこ」といった症状
の重い人を想定した内容も含まれていた。人それぞれ，
様々な があり，発達障害と一言ではなかなか表現
しづらい質問であったと考えられる。 
 
3. インクルーシブ教育 
(1) 「発達障害の人と健常者が一緒に学ぶことをどう
思いますか？」について 
回答結果を図5に示した。「賛成」が31%，「やや賛
成」が24%，「どちらともいえない」が36%，「やや反
対」が 8%，「反対」が 1%であった。「賛成」「やや賛
成」の肯定的意見が半数強であったが，「どちらともい
えない」が多く，インクルーシブ教育の考え方はまだ
まだ浸透していないことが考えられる。 
 
 
 
 
 
(2) 「発達障害の人と健常者が一緒に学ぶことをどう
思いますか？の理由（自由記述）」について 
賛成・やや賛成意見では「同じ人間だから」，「差別
をしたくないから」，「一緒に学ぶことで，お互いを理
解し合えるから」等があった。反対・やや反対意見で
は「いじめが起こると思うから」，「授業についていけ
ないと思うから」「周りに危害を加える攻撃的な人もい
るから」等がみられた。発達障害がある人のことを思
って，その人が苦にならないようにする配慮する優し
い意見もあった。これらの回答も症状の違いによって
捉え方が違っていることが考えられる。 
 
4. 教育で必要となること 
 調査結果から推測されることは，回答者自身の経験
から身近にいた発達障害と思われる人の影響が大きい
ということである。発達障害という言葉で思いつく 
過去の経験だけに固執することなく，様々な障害や症
状があり，人によってその程度も違うことを授業の中
で伝えることが必要である。 
また，発達障害や発達障害と思われる人でも社会で
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（２） 「発達障害の人と健常者が一緒に学ぶことをどう
思いますか？の理由（自由記述）」について
　賛成・やや賛成意見では「同じ人間だから」，「差別
をしたくないから」，「一緒に学ぶことで，お互いを理
解し合えるから」等があった。反対・やや反対意見で
は「いじめが起こると思うから」，「授業についていけ
ないと思うから」「周りに危害を加える攻撃的な人も
いるから」等がみられた。発達障害がある人のことを
思って，その人が苦 ならないように配慮する優し
意見もあった。これらの回答も症状の違いによって捉
え方が違っていることが考えられる。
４．
　調査結果から推測されることは，回答者自身の経験
から身近にいた発達障害と思われる人の影響が大きい
ということである。発達障害という言葉で思いつく過
去の経験だけに固執することなく，様々な障害や症状
があり，人によってその程度も違うことを授業の中で
伝えることが必要である。
　また，発達障害や発達障害と思われる人でも社会で
活躍している人が多くいることや，誰でも多少の症状
があり得ることを伝え，人間は皆，得意不得意がある
ように，個性として捉える考え方や，お互いを理解し
ようとする態度を育て，共生という考え方を広めるこ
とが大切であると考えられる。また，それぞれの障害
で必要になってくる対処方法について理解を得られる
ようにすることや，一人ひとりのニーズを理解し，現
場で工夫して教育的支援が行われるようにする大切さ
を伝えることが必要である。
Ⅳ．今後の展望
　今回の調査では，性別でみると，男子が約７割であ
り，学年別でみると１年生が約７割であった。比率に
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むらがあったため，性別，学年別で比較することはし
なかった。サンプル数をさらに増やし，性別，学年別
での検討も望まれる。また，自由記述回答の分析をさ
らに検討することが今後の課題としてあげられる。
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